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「登ってみませんか！花の百名山・森吉山」「登ってみませんか！花の百名山・森吉山」

　▲大川さんから森吉山登山の魅力を学ぶ受講生

　コムコム定期講座「グッドライフ講座」が、９月
27 日に市民ふれあいプラザで行われ、登山ガイド
の大川美紀さんが『登ってみませんか！花の百名山
・森吉山』と題して講演しました。
　大川さんは趣味の登山が高じて登山ガイドの資格
を取得し、森吉山をはじめ、北東北の各地で案内を
しています。講座では、実際に持ち歩く道具の説明
のほか、花の百名山と呼ばれる由来や生息する動植
物のエピソードなど、森吉山の魅力がふんだんに紹
介され、受講生は興味深く聞き入りました。

　また、受講生の中には登山経験がある方も多く、
講座終了後も大川さんの周りで談笑が続きました。

ドライフラワーアレンジメント講座ドライフラワーアレンジメント講座

　合川公民館公開講座「ドライフラワーアレンジメ
ント講座」が、10月13日に合川公民館で行われ、
受講生10人が参加し、リースなどの作品作りに初
めて挑戦しました。
　綴子地区でハンドメイドショップ「杜の手しごと
ｎｅｋｋｏ」を主宰している武田久美子さんを講師
に迎え、グルーガンを用いてあけびヅルのリースを
はじめ、唐辛子の魔よけ飾りやカゴを使ったアレン
ジメントなどを制作しました。
　武田さんによる初心者にも分かりやすい指導で、 　▲オリジナルリース作りを楽しむ受講生たち

受講生は熱心に世界に一つだけのオリジナルリース
作りを楽しんでいました。

地域とともに歩む社会教育地域とともに歩む社会教育

　平成 28 年度北鹿地区社会教育関係委員等研修会
が、10 月 18 日に市民ふれあいプラザで行われ、
社会教育に携わる委員や一般市民など約 90 人が参
加し、これからの社会教育の在り方を探りました。
　研修会では「おはなしピッコロ」代表の保坂洋子
さんが合川地区での読み聞かせボランティア活動に
ついて、大館市生涯学習奨励員の野村裕子さんが被
災地支援活動について事例を発表しました。
　また、「あきた森の宅配便」代表取締役の栗山奈津
子さんが、天然山菜採り代行サービスの取り組みを 　▲「石割観音」を披露するおはなしピッコロ会員

とおした、ここにしかない価値を発信する活動につ
いて講演し、参加者は熱心に聞き入っていました。

～コムコム定期講座「グッドライフ講座」～

～合川公民館公開講座～

～北鹿地区社会教育関係委員等研修会～
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